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令和５年９月７日 

伊丹市営バスの運賃にかかる 

上限額の変更認可申請について 

 

伊丹市交通局は、本日（令和５年９月７日（木））、国土交通省に一般乗合バス事業における

運賃（全線均一料金：現行、普通運賃（大人）210 円）の上限変更認可申請を次のとおり行い

ました。  

 

１ 申請理由 

伊丹市交通局では、１９９5 年（平成7年）6 月に運賃改定を実施して以来、消費税率引き

上げに伴う運賃改定を除き、 約２8年間運賃を変更することなく、市民の日常生活を支える

移動手段を確保してきました。これまでの間、厳しい経営状況においても、数次にわたる経営

計画を策定し、様々な経営改善に取り組むことで、公共交通機関として安全で快適な利用者

サービスを提供してきました。 

しかしながら近年では、生産年齢人口の減少、少子高齢化の急激な進展、交通手段の多

様化など交通事業を取り巻く環境は更に変化し、とりわけこの度の新型コロナウイルス感染

症の世界的流行は、社会全体に大きな経済的打撃を与え、当局の事業の根幹である運賃収

入は減少し、経営状況は大変厳しい状況となっています。また昨今では、原油価格をはじめ

とした物価高騰による経費の増加、脱炭素化などの社会的要請への新たな取り組み等課題

は山積しており、今後も厳しい経営状況が続くと考えられます。 

こういった状況下において、市営バスを持続可能なものとするためには、事業の安定した

経営基盤を確立することが急務であり、将来にわたり公共交通としての使命を果たすため、

運賃の上限改定を申請することといたしました。 

経営健全化を図りつつ、市民の皆さまご利用の皆さまが日々安心してバスをご利用いただ

けるよう安全快適な輸送サービスを提供してまいりますので、何卒、ご理解・ご協力を賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

２ 申請概要 

（１） 申請日 

2023年 9月7日（木）  

 

（２） 運賃改定実施予定日 

2024年 2月26日（月） 

   ※伊丹市議会に乗車料条例等の関連条例の改正案を上程し、承認・可決後の運賃改定を

予定しています。 
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（３） 申請・現行運賃比較表 

種   類 現行運賃 申請上限運賃※1 実施運賃※2 

基 

本 

運 

賃 

普 通 運 賃 
大人 210円 230円 230円 

小児 110円 120円 120円 

定
期
運
賃 

一般 １ヶ月 
大人 8,700円 9,660円 9,660円 

小児 4,350円 4,830円 4,830円 

通学Ａ １ヶ月 大人 7,460円 7,460円 7,460円 

通学Ｂ １ヶ月 
大人 6,220円 6,220円 6,220円 

小児 3,110 円 3,110 円 3,110 円 

※1 申請上限運賃：バス会社の経営に必要な総括原価に応じて算出され、バス事業者が収受してもよいと

される運賃の上限  

※2 実施運賃：上限運賃の範囲内で実施する運賃額で、実際にお客様から収受する運賃額 

 

 

（４） IC カード「itappy」のプレミア率の変更 

チャージ金額に係わらずプレミア率 10％ 

  

現行 改定後 

チャージ額 ご利用可能額 プレミア率 チャージ額 ご利用可能額 プレミア率 

IC カード

「itappy」 

 

2,000円 2,200円 10.0% 2,000円 2,200円 10.0% 

5,000円 5,600円 12.0% 4,000円 4,400円 10.0% 

7,000円 8,000円 14.3% 6,000円 6,600円 10.0% 

 

○ その他詳細な改定内容につきましては、別途お知らせいたします。 

 

 

（５） 改定率 

 

実施運賃：9.5％ （申請上限運賃：9.5％） 
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３ 伊丹市交通局の取り組み 

 

将来にわたり「安全・安心・快適」なバスサービスを提供し続けるため、令和３年１２月に、新たな

経営計画として「伊丹市交通事業第４次アクションプラン」（令和４年度～７年度）を策定し、「経営

健全化の推進」と「安全対策・サービス向上の推進」の二つの柱をもとに「経営基盤の強化」に取り

組むことといたしました。 

 

この計画では、総人件費の抑制や需要に見合った効率的な路線やダイヤの編成、バスの車両

台数の減車などのさらなる経営努力に加えて、安全・安心・快適な輸送サービスを実現するため

の取り組みも進めることとしています。 

 

①経営健全化の取り組み 

正規乗務員の欠員補充については会計年度任用職員の採用を継続するとともに、車両の使用

年数の延長や車両台数の減車、需要に見合った効率的なダイヤによる運行、アイドリングストップ

による燃料費削減、投資計画等の見直しなど経費削減に努めています。また他方では、車体全面

広告など様々な広告媒体の活用、保有財産の有効活用、市バス関連グッズの販売など乗車料収

入以外の収益確保にも取り組み、経営改善に努めています。 

 

②安全対策・サービス向上の取り組み 

ハード面では、交通系ＩＣカードの全国相互利用サービスやバスの混雑度や接近情報を案内す

る「いたみバスナビ」システムを導入し、お客様の利便性向上に努めています。また、最新の車両

安全装置等では、ドライブレコーダーの更新のほか、ドライバー異常時対応システム（ＥＤＳＳ）の

導入などを行っています。ソフト面では、外部講師を招いた乗務員研修はじめ、ドライブレコーダ

ーを活用した危険予知トレーニングなど研修の充実を図っています。また、近年課題となっており

ます脱炭素化社会の実現に向けた取り組みとして、電気バス２両を導入し、二酸化炭素排出量の

削減効果や走行性能などを検証するための実証運行を開始しています。 

 

これからも事業計画を着実に遂行し、経営基盤を強化するとともに、皆さまに親しまれる市営

バスとして最大限の努力をしてまいります。 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

伊丹市交通局 企画営業課 

TEL 072-781-3753 

FAX 072-781-5711 

担当：小宇羅、髙岡 


